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◆本件のポイント  

・20 年に及ぶ共同研究の成果を紹介 

・手錢家蔵書から出雲の暮らしを解明 

・本学教授が最新研究をわかりやすく解説 

 

◆本件の概要 

島根大学・国文学研究資料館・手錢美術館による 20 年に及ぶ手錢家（てぜんけ）蔵書調査の

成果から、江戸時代の出雲で人々が和歌や俳諧を楽しみ、豊かな文化を育んでいた姿が見え

てきました。本セミナーでは手錢家蔵書が伝える文芸と暮らしの世界を、本学教授 田中則雄

が最新の研究成果を交えてわかりやすくご紹介します。 

 

◆概要内容  

『手錢家蔵書についての研究』セミナー2026 

「ここまで見えた 江戸時代 出雲の文芸と暮らし～調査開始から20年、手錢家蔵書が伝える

こと～」 

 

 日時：2026 年 8 月 27 日（木）午後 1 時半～4 時半 

 会場：島根県立古代出雲歴史博物館 講義室 

 定員：60 名（先着順） 

 受講料：無料 

 主催：国文学研究資料館，手錢美術館，島根大学法文学部山陰研究センター 

 後援：島根県立古代出雲歴史博物館 

 

◆本件の連絡先  ※[at]は＠に置き換えてください 

 島根大学 法文学部 山陰研究センター 

  メール： admin-src[at]soc.shimane-u.ac.jp 

 

 【イベントへの申し込み・お問い合わせ】 

手錢美術館（火曜休館） 

   電話： 0853-53-2000 

   メール： info[at]tezenmuseum.com 

 

 

 

 

【 添付資料：  ■あり（チラシ 2 枚） 】 

 

セミナー「ここまで見えた 江戸時代 出雲の文芸と暮らし」開催【 8/27 】 
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